
 

 

 

 
  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

   

    

                  

 

  
 
 
 

  
 
 
 

  

 

 

 

令和５年度 №２２ 

令和５年度 東温市音楽会 １１月８日 

東温市音楽会では、上林っ子１９名が心を一つにして合奏と合唱を披露し

ました。合奏「ジュピター」では、各学年の学習内容に応じた楽器を担当し、素

敵な音色を響かせました。合奏「BELIEVE」では、川内中学校の体育館客席

の皆さんに、上林っ子ならではの天使のような美しい歌声を届けました。 

＜２年佐伯凛花さんの感想より＞ 

一人一人の歌声を響かせているね。 

＜１年小泉紗花さ

んの感想より＞ 

１９名全員をかい

ているね。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

～子どもたちの感想より～ 
・音楽会でジュピターの鍵盤演奏とビリーブを歌いました。楽しかったです。
次の音楽会も頑張りたいです。１年 小泉 紗花 
・ぼくは、音楽会で最後のジュピターとビリーブをみんなで練習しました。本
番では、うまくできたのでよかったです。 ２年 尾濱 琥太郞 
・わたしは、音楽会で最初は緊張したけど、ジュピターとビリーブが上手にで
きたのでよかったです。また来年の音楽会を頑張りたいです。２年佐伯 凛
花 
・ビリーブでは、「ヒューチャー」と歌いました。鍵盤ハーモニカの「ド・ド・ド」も
頑張りました。２年 重松 慶 
・わたしは、音楽会でジュピターを上手にできたのでうれしかったし、ビリーブ
はきれいな歌声で歌えたのがうれしかったです。２年 渡部 菜乃夏 

５・６年生 
上林が生んだ伝説の石工「菅能宇吉さん」のふるさと学習で 

さらなる追究活動を行っています。 

１１月９日（木）「上林の伝統を未来に伝える」 
石垣の修復で活躍した菅能宇吉さんの偉業と、宇吉さんにまつわる

話から、宇吉さんの生きがいやふるさとへの思いについて考え、郷土
を愛する態度を培う授業を公開しました。ゲストティーチャーに６名
の方をお迎えし、生きた学びを展開！ 
森光夫さん…お父様が菅能宇吉さんのお弟子さんの一人 
菅能英樹さん…菅能宇吉さんの子孫、たくさんの資料・写真提供 
高原カネ子さん…菅能宇吉さんの末娘さん（95 歳） 
大西三笛さん…菅能宇吉さんの読み聞かせ動画を作成 
みふぃたさん…菅能宇吉さんの歌を作成、CD をプレゼントに 
遠藤敏朗さん…一般財団法人コミスクえひめ副代表理事、元小学 

校長、元愛媛大学教職大学院特定教授、写真提供 
 

＜当日までの学びの過程＞ 
◇令和４年３月、「菅能宇吉さん」の教
材をもとに宇吉さんの生きがいや誇
りについて学ぶ。 
◇運動会にて団体戦「石工たちの戦い」
に取り組む。 
◇国語科の学習に、宇吉さんについて何
をどのように伝えるのか話し合う。ま
た、下学年に向けて宇吉さんについて
のアンケートを実施した。 
◇大西さんの勧めで、宇吉さんへのはが
き歌を作り、コンテストに応募した。 
◇総合的な学習の時間に、宇吉さんグッ
ズを作った。また、知っていることや
伝えたいことをマッピングに表した。 


